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決算審査のあらまし平　成
23年度

質
問
　
現
在
、
湘
南
海
岸
周
辺

を
対
象
に
景
観
重
要
公
共
施
設

の
指
定
に
向
け
た
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
に
関
し
、
景
観
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
一
方
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
全
国
の
海
岸
地
域
で
は
津

波
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
防
災

面
で
の
対
応
も
望
ま
れ
る
。

　
今
後
、
津
波
避
難
施
設
を
設

置
す
る
際
に
は
、
景
観
へ
の
配

慮
に
加
え
、
防
災
面
の
内
容
も

反
映
さ
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
景
観
形
成
に
は
民
間

施
設
も
含
め
た
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
状
況
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
今
回
取
り
組
ん
で
い
る

湘
南
海
岸
周
辺
の
景
観
重
要
公

共
施
設
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

施
設
や
工
作
物
の
高
さ
、
大
き

さ
な
ど
規
模
に
関
し
て
規
制
、

制
限
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、

公
共
施
設
の
整
備
、
改
修
を
行

う
場
合
に
、
配
慮
す
べ
き
デ
ザ

イ
ン
や
色
彩
等
の
景
観
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

防
災
上
必
要
な
津
波
対
策
施
設

を
設
置
す
る
際
に
は
、
防
災
と

景
観
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

良
好
な
景
観
の
保
全
形
成
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

　
海
岸
周
辺
の
民
間
施
設
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
江
の
島
に
お
い
て
特
別

景
観
形
成
地
区
の
景
観
形
成
基

準
に
よ
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
道
一
三
四
号
線
沿

い
の
鵠
沼
橋
か
ら
東
側
で
、
中

高
層
建
築
物
の
建
築
が
可
能
な

用
途
地
域
に
お
い
て
は
、
高
さ

が
十
㍍
を
超
え
る
建
築
物
な
ど

は
、
景
観
計
画
に
基
づ
く
大
規

模
建
築
物
等
の
景
観
形
成
基
準

に
よ
る
指
導
を
行
い
、
良
好
な

景
観
形
成
に
向
け
た
誘
導
を
図

っ
て
い
る
。

か
ら
二
・
三
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
状
況
で
あ
る
。
現
在
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
い

る
方
々
に
市
の
公
共
部
門
で
働

い
て
も
ら
う
た
め
、
広
報
等
で

の
周
知
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
現
在
、
市
内
の
小
中
学

校
に
は
土
日
に
日
直
の
代
行
員

を
配
置
し
て
い
な
い
。

　
土
日
に
は
学
校
施
設
を
使
っ

て
地
域
の
行
事
等
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
校
舎
内
に
誰
も
い

な
い
こ
と
か
ら
、
参
加
者
が
倒

れ
る
よ
う
な
緊
急
事
態
の
際
、

各
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
代
行
員
の
配
置
に
つ
い
て
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
平
成
十
五

年
度
ま
で
は
土
日
祝
日
に
、
そ

の
後
、
二
十
二
年
度
ま
で
は
土

曜
日
の
み
代
行
員
を
配
置
し
て

い
た
が
、
二
十
三
年
度
を
も
っ

て
廃
止
し
た
。
現
在
は
、
土
日

に
工
事
が
入
る
際
に
警
備
員
を

配
置
す
る
場
合
を
除
き
、
機
械

警
備
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
行
事
を
実
施

す
る
際
に
は
、
教
職
員
の
都
合

が
つ
く
範
囲
内
で
校
長
や
教
頭

が
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
校
長
会
か
ら
代
行
員
復
活
の

要
望
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
各

学
校
施
設
の
利
用
に
関
す
る
運

営
方
法
や
地
域
の
活
動
状
況
を

大
磯
港
、
葉
山
港
を
結
ぶ
相
模

湾
ク
ル
ー
ズ
が
運
航
さ
れ
た
が
、

そ
の
成
果
と
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
本
市
は
相
模
湾
、
東
京

湾
に
隣
接
す
る
都
市
と
の
連
携
、

協
働
に
よ
り
観
光
資
源
開
発
の

商
品
化
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
昨
年
度
は
神
奈
川
県
と
連
携

し
、
湘
南
海
岸
で
つ
な
が
る
自

治
体
が
広
域
的
に
連
携
す
る
相

模
湾
ク
ル
ー
ズ
の
実
施
に
向
け

た
実
証
運
航
を
行
っ
た
。

　
そ
の
内
容
の
一
つ
と
し
て
、

昨
年
九
月
に
大
磯
の
町
歩
き
と

新
江
ノ
島
水
族
館
の
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
見
学
を
組
み
合
わ
せ
た
ク

ル
ー
ズ
を
実
施
し
、
七
十
七
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
本
年
一
月
に
は
江

の
島
初
詣
で
ク
ル
ー
ズ
を
実
施

し
、
四
十
七
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
実
証
運
航
の
結
果
を
踏

ま
え
、
県
や
船
舶
の
事
業
者
と

と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

確
認
し
つ
つ
、
代
行
員
制
度
の

内
容
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

質
問  

昨
年
度
、
片
瀬
漁
港
と

質
問
　
市
役
所
内
に
お
い
て
知

的
障
が
い
者
及
び
精
神
障
が
い

者
の
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
重
要
で
あ
り
評
価
で

き
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
雇
用

の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
総
合
市
民
図
書
館
に
お

い
て
、
平
成
二
十
二
年
一
月
か

ら
精
神
障
が
い
者
の
職
場
実
習

を
、
二
十
三
年
十
月
か
ら
は
辻

堂
市
民
図
書
館
に
お
い
て
も
就

労
に
向
け
た
職
場
実
習
を
実
施

し
、
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
地
方
公
共

団
体
等
の
法
定
雇
用
率
二
・
一

％
に
つ
い
て
は
、
満
た
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
今
後
の
本
市
の
障
が
い

者
雇
用
拡
大
の
予
定
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁
　
法
定
雇
用
率
は
二
十
五

年
四
月
か
ら
現
行
の
二
・
一
％

質
問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
市
内
全
十
三
地

区
に
お
け
る
整
備
を
目
指
し
て

い
る
が
、
地
価
の
高
い
地
域
で

の
施
設
整
備
は
財
政
負
担
が
大

き
い
こ
と
や
地
区
に
よ
っ
て
は

地
震
や
津
波
の
危
険
性
の
指
摘

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
十
三
地
区
整
備
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
計
画
を
進
め
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
地
域
の
介
護
及
び
福
祉
の

拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
十
三
地
区

ご
と
で
の
整
備
が
重
要
と
捉
え
、

推
進
し
て
き
た
。

　
現
在
、
施
設
の
空
白
地
区
で

あ
る
湘
南
台
、
辻
堂
及
び
鵠
沼

地
区
に
お
け
る
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
の
、
全
て
が
決

定
し
て
い
る
段
階
で
は
な
く
、

一
方
で
入
所
待
機
者
が
千
六
百

人
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
空
白

地
区
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組

み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
次
期
の

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
市

内
全
域
を
対
象
と
し
た
施
設
整

備
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問  

地
域
防
災
計
画
に
つ
い

て
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

た
見
直
し
を
行
い
、
市
民
の
声

を
早
い
段
階
で
取
り
入
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
状

況
を
聞
き
た
い
。

答
弁
　
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
職
員

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
業
務
継
続

計
画
の
作
成
と
並
行
し
て
職
員

を
中
心
に
庁
内
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
第
一
段
階
の
素
案
を
本

年
九
月
末
ま
で
に
作
成
し
、
防

災
会
議
で
の
審
議
を
経
た
上
で
、

神
奈
川
県
の
防
災
計
画
と
の
整

合
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
市
民

か
ら
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
で

も
十
分
に
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

　
最
終
的
に
は
、
県
か
ら
の
助

言
・
勧
告
等
を
受
け
、
議
会
へ

報
告
を
行
い
、
平
成
二
十
五
年

度
中
の
見
直
し
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

良
好
な
景
観
の
保
全
形
成
を
推
進

防
災
面
で
の
対
応
と
両
立
を
図
る

藤
沢
市
有
機
質
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

入所待機者1600人超

特別養護老人ホーム
市内全域を対象とした整備を

地
域
防
災
計
画
見
直
し

市
民
の
声
の
反
映
を

障
が
い
者
の
雇
用

本
市
の
取
り
組
み
は

学
校
の
代
行
員
制
度

復
活
に
向
け
た
検
討
は

観
光
資
源
を
商
品
化

相
模
湾
ク
ル
ー
ズ
運
航

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
及
び
十
一
特
別
会
計
決
算
等
の
あ
わ
せ
て
十
二
認
定
議

案
（
総
額
二
千
二
百
三
十
二
億
五
千
八
百
二
十
五
万
六
千
八
百
八
十
六
円
）
は
、
九
月

二
十
四
日
に
設
置
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
度
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
九
月
二
十
五

日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
十
月
一
日
及
び
二
日
の
計
六
日
間
に
わ
た

り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
十
月
四
日
の
本
会
議
で
全
決
算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

景
観
重
要
公
共
施
設
の
指
定

  

議
員
全
員
協
議
会
は
、
九

月
五
日
と
二
十
四
日
に
開
催

さ
れ
、
五
日
は
藤
沢
市
有
機

質
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
の
運

営
状
況
等
に
つ
い
て
、
二
十

四
日
は
藤
沢
市
土
地
開
発
公

社
の
存
続
と
藤
沢
市
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
土
地
の
先
行

取
得
に
係
る
議
会
へ
の
情
報

提
供
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
を
受
け
、
こ
れ
ら
に
対

し
、
質
疑
を
行
っ
た
。

〇
藤
沢
市
有
機
質
資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
等
に

つ
い
て

　 〈
市
の
説
明
〉

　
藤
沢
市
有
機
質
資
源
再
生

セ
ン
タ
ー
は
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
、
平
成

十
八
年
十
二
月
に
操
業
を
開

始
し
た
が
、
臭
気
問
題
の
解

〇
藤
沢
市
土
地
開
発
公
社
の

存
続
と
藤
沢
市
土
地
開
発
公

社
に
よ
る
土
地
の
先
行
取
得

に
係
る
議
会
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て

　 〈
市
の
説
明
〉

　
藤
沢
市
土
地
開
発
公
社
に

つ
い
て
は
、そ
の
設
置
目
的
、

現
時
点
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
、

廃
止
す
る
場
合
の
具
体
的
な

作
業
な
ど
を
検
証
、
整
理
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
段

階
で
は
、
市
議
会
へ
の
情
報

提
供
に
関
す
る
事
務
取
扱
規

程
を
整
備
す
る
な
ど
先
行
取

得
の
透
明
性
の
確
保
を
条
件

に
、
お
よ
そ
十
年
間
は
存
続

さ
せ
る
こ
と
と
す
る
が
、
三

年
を
め
ど
に
公
社
の
必
要
性

に
つ
い
て
改
め
て
検
証
、
確

認
を
行
っ
て
い
く
。

決
の
め
ど
が
立
た
ず
、
法
で
定

め
ら
れ
た
基
準
を
大
幅
に
超
過

し
た
臭
気
指
数
が
測
定
さ
れ
、

神
奈
川
県
か
ら
一
定
期
間
の
廃

棄
物
搬
入
停
止
措
置
を
含
む
改

善
勧
告
書
の
交
付
を
受
け
る
事

態
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
内
容
、
コ
ス
ト
、

周
辺
住
民
と
の
協
議
等
を
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、
畜
産
振

興
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
事
業

の
中
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
戸
別
畜
産
農
家
の
経

営
継
続
等
、
事
業
終
息
に
向
け

た
課
題
解
決
に
は
一
定
の
期
間

を
要
す
る
た
め
、
二
十
六
年
度

ま
で
は
暫
定
的
な
運
営
を
し
て

い
く
。

平
成
23
年
度
決
算

特
別
委
員
会
委
員

委
員
長 

高
橋
　
八
一

副
委
員
長 

大
野
　
美
紀

委
　
　
員 

土
屋
　
俊
則

 

〃 
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良好な景観と防災への対応の両立が望まれる

土日にはさまざまな地域の行事にも使用される学校施設

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催


